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‭自然電力株式会社‬
‭自然エンジニアリング株式会社‬
‭自然オペレーションズ株式会社‬

‭自然電力グループの戦略的組織再編‬
‭ならびにグループ2社の新社名について‬

‭　自然電力グループは、再生可能エネルギー発電事業における開発・EPC・運用管理の‬
‭バリューチェーン強化、グループシナジーの最大化、ならびに再生可能エネルギーパイ‬
‭プラインの最大化をさらに加速させるため、グループ組織を再編いたしました。また、‬
‭グループ会社2社の商号変更を行いましたので、合わせてお知らせいたします。‬
‭　‬
‭　‬‭2024‬‭年‬‭3‬‭月‬‭13‬‭日、‬‭自‬‭然‬‭電‬‭力‬‭株‬‭式‬‭会‬‭社‬‭（以‬‭下、‬‭自‬‭然‬‭電‬‭力）‬‭が、‬‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭JUWI‬ ‭GmbH‬‭（以‬
‭下、JUWI社）との間で、JUWI社が保有するjuwi自然電力株式会社およびJUWI自然電力‬
‭オペレーション株式会社全株式を自然電力に譲渡する旨の株式譲渡契約を締結いたしま‬
‭した（*1）。この株式取得の決定は、脱炭素社会の実現に向け、より機動的で柔軟かつ‬
‭強固な組織を構築し、スピード感を持って事業を推進することを目的としたものでし‬
‭た。‬

‭　この意思決定にともない、具体的に以下の組織再編を行いました。‬

‭1)‬ ‭エンジニアリング機能の統合・強化‬
‭●‬ ‭2024年7月19日付で、EPC事業を担うjuwi自然電力株式会社について、‬

‭自然エンジニアリング株式会社‬‭（以下、自然エンジニアリング）へ商号を‬
‭変更いたしました。‬

‭●‬ ‭自然電力のエンジニアリング機能を自然エンジニアリングへ統合いたしま‬
‭した。‬

‭2)‬ ‭発電所管理機能の統合・強化‬
‭●‬ ‭2024年8月29日付で、O&M事業を担うJUWI自然電力オペレーション株式‬

‭会社について、‬‭自然オペレーションズ株式会社‬‭（以下、自然オペレーショ‬
‭ンズ）へ商号を変更いたしました。‬

‭●‬ ‭2024年8月29日付で、自然電力グループ内のアセットマネジメント部門を‬
‭自然オペレーションズ株式会社に統合するため、以下の2つの契約を締結‬
‭いたしました。効力発生日はいずれも2024年11月1日を予定しています。‬

‭○‬ ‭自然オペレーションズが自然電力のアセットマネジメント部に関‬
‭する権利義務を承継する吸収分割契約‬

‭○‬ ‭自然オペレーションズが自然電力アセットマネジメント株式会社‬
‭の権利義務全部を承継する吸収合併契約‬
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‭これらの戦略的組織再編により、太陽光発電所の建設・運用における業務の効率化・合‬
‭理化を推進します。工期短縮や費用低減などの価値を提供することで、お客様の再生可‬
‭能エネルギーへの移行をより効果的に支援し、私たちの根幹をなすパーパスの実現を目‬
‭指してまいります。‬

‭■ 自然電力株式会社 代表取締役‬‭磯野謙のコメント‬
‭今回の組織再編により、自然電力グループ一体となって、開発からEPC、O&M、AMまで再生‬
‭可能エネルギー発電所における一貫したサービスを機動的に提供する体制が整いました。自‬
‭然エンジニアリングと自然オペレーションズにおきましては、これまで以上にお客様に寄り‬
‭添い、より良いサービスをご提供できるよう努めてまいります。今後も皆さまとともにイノ‬
‭ベーションを生み出し、多角的なソリューションの提供を通しお客様の再生可能エネルギー‬
‭への移行を支援することで、未来の世代のため、脱炭素社会の実現を目指してまいります。‬

‭■ 自然エンジニアリング株式会社 代表取締役‬‭ヴァルツェヒャ・ヤン・マーテンのコメント‬
‭自然電力が両合弁会社の全株式を取得した後、これほど早くグループ構造を再定義できたこ‬
‭とを大変嬉しく思います。私たちは、事業を大幅に成長させ、開発とEPCにおけるシナジー‬
‭を見つけ、発電所に最高のサービスを提供するという目標に導かれてきました。今後数年間‬
‭に向けて万全の準備が整っていると確信しています。‬

‭■ 自然オペレーションズ株式会社 取締役 今村裕樹のコメント‬
‭運転開始後の再生可能エネルギー発電所のオペレーターとしてAM、O&Mの枠に縛られるこ‬
‭となく、高品質なワンストップサービスの提供を通してお客様のアセット価値の最大化を目‬
‭指します。‬

‭自然電力グループは、より持続可能な未来に向けて前進を続けるとともに、当社のパー‬
‭パス「青い地球を未来につなぐ」の実現のために引き続き全力で取り組んでまいりま‬
‭す。‬
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‭グループ2社の新社名ならびに概要について‬

‭・自然エンジニアリング株式会社‬
‭（旧juwi自然電力株式会社）‬
‭(1) 名称‬ ‭自然エンジニアリング株式会社（英文：Shizen Engineering Inc.）‬

‭(2) 本店所在地‬ ‭東京都中央区日本橋本町2-4-7 遠五ビル‬

‭(3) 代表者氏名‬ ‭代表取締役 ヴァルツェヒャ・ヤン・マーテン‬

‭(4) 事業内容‬ ‭太陽光等、自然エネルギー発電所の開発およびEPC（設計・調達・建設）‬

‭(5) 資本金‬ ‭102百万円（2024年6月末時点）‬

‭(6) 商号変更日‬ ‭2024年7月19日‬

‭・自然オペレーションズ株式会社‬
‭（旧JUWI自然電力オペレーション株式会社）‬
‭(1) 名称‬ ‭自然オペレーションズ株式会社（英文：Shizen Operations Inc.）‬

‭(2) 本店所在地‬ ‭福岡県福岡市中央区荒戸1丁目1-6 福岡大濠ビル‬

‭(3) 代表者氏名‬ ‭代表取締役 ヴァルツェヒャ・ヤン・マーテン‬

‭(4) 事業内容‬ ‭太陽光・風力等、自然エネルギー発電所の運営・保守（O&M）事業‬
‭およびアセットマネジメント事業、発電所の改修工事‬

‭(5) 資本金‬ ‭20百万円（2024年6月末時点）‬

‭(6) 商号変更日‬ ‭2024年8月29日‬

‭*1 自然電力がJUWI合弁事業の全株式を取得 （2024年3月13日付プレスリリース）‬
‭https://www.shizenenergy.net/2024/03/13/secures_full_ownership_of_juwi_jvs/‬

‭【自然電力株式会社について】‬
‭2011 年 6 月設立。「青い地球を未来につなぐ」を掲げ、太陽光・風力・小水力・バイオマス‬
‭による再生可能エネルギー発電所の開発・資金調達・アセットマネジメントを手掛ける。‬
‭2016年より海外事業にも注力しており、東南アジア・ブラジルを中心に開発・発電事業を展‬
‭開している。また、2019年からはエネルギーテック事業に参入し、自社開発のEMS（エネル‬
‭ギー管理システム）により、マイクログリッドやVPPの構築やEVのスマート充放電サービス‬
‭等を提供する。これまでグループとして国内外で 1 ギガワット以上の再生可能エネルギー発‬
‭電事業に携わっている。‬

‭　・本社：福岡県福岡市中央区荒戸1丁目1番6号 福岡大濠ビル3F/6F‬
‭　・代表取締役：磯野謙、川戸健司、長谷川雅也‬
‭　・URL：http://www.shizenenergy.net‬

‭＜本件に関するお問い合わせ先＞‬
‭自然電力グループ 広報担当（高橋）‬
‭e-mail：‬‭se-comm@shizenenergy.net‬
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